
 

SSH事業評価のための評価規準表（ルーブリック） 

 

 

 ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス 

(1) 探究AKC  □分野融合プログラムを

開発し、年間に1回以上

体系的に実践できた。 

□分野融合プログラムを

開発し、学期に1回以上

体系的に実践できた。 

□分野融合プログラムを

開発し、学期に 1回以上

体系的に実践し、パフォ

ーマンス評価を実施で

きた。 

(2) iA □他の SSH 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを年間に 1 回以

上実施できた。 

□他の SSH 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを学期に 1 回以

上実践できた。 

□他の SSH 学校設定科目

と連携し、分野融合プロ

グラムを月に 1 回以上

実施できた。 

(3) 大学・研究機関・

企業・市と連携し

た課題研究指導 

□文型・理型において、研

究者からの発表指導を

導入することができた。 

□文型・理型において、研

究者からの発表指導や

研究指導を導入するこ

とができた。 

□文型・理型、部活動にお

いて、研究者からの発表

指導や研究指導を導入

することができた。 

(4) データサイエンス □データサイエンスに関

する教材を開発し、実践

できた。 

□データサイエンスに関

する教材を開発し、体系

的に実践できた。 

□データサイエンスに関

する教材を開発して体

系的に実践し、その内容

を 75％以上の生徒が課

題研究で活用できた。 

(5) SSH 特別課外活動

（全体） 

□SSH 特別課外活動で、

25％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。 

□SSH 特別課外活動で、

50％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。 

□SSH 特別課外活動で、

75％以上の研修に分野

融合プログラムを導入

できた。 

(6) 国際研修 □アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

年間に 1 回以上実施で

きた。 

□アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

学期に 1 回以上実施で

きた。 

□アジアの高校等と連携

した新たな国際研修を

学期に1回以上実施し、

現地研修も実施できた。 

(7) 科学三昧 inあいち □科学三昧 in あいちをハ

イブリッド開催するこ

とができた。 

□科学三昧 in あいちをハ

イブリッド開催し、大会

規模を「東海地区」に拡

大することができた。 

□科学三昧 in あいちをハ

イブリッド開催し、大会

規模を「全国」に拡大す

ることができた。 

(8) 普及・還元 □SSH 事業の成果を県内

外に普及・還元できた。 

□SSH 事業の成果を県内

外に普及・還元し、実際

に開発内容が県内で活

用された。 

□SSH 事業の成果を県内

外で普及・還元し、実際

に開発内容が県内外で

活用された。 

(9) 「岡高リベラルア

ーツ」の形成・獲得

の評価 

□「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を検討

することができた。 

□「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を作成

し、評価を実施できた。 

□「岡高リベラルアーツ」

の形成・獲得を評価する

ための評価規準を開発

して評価を実施し、分析

することができた。 


